
平
成
十
九
年
二
月
五
日
提
出

質

問

第

三

六

号

在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
大
使
館
の
広
報
活
動
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
大
使
館
の
広
報
活
動
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
三
、
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
日
露
戦
略
対
話
に
関
し
て
、
在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
大
使
館
（
以

下
、
「
大
使
館
」
と
い
う
。
）
は
十
分
な
広
報
活
動
を
行
っ
た
か
。

二

二
〇
〇
七
年
一
月
三
十
日
付
産
経
新
聞
が
、
「
足
元
み
ら
れ
た
日
本

戦
略
対
話
に
無
関
心
、
サ
ハ
リ
ン
�
『
日
本
が
感

謝
』
と
報
道
」
と
の
見
出
し
で
、

「
日
露
両
国
初
の
戦
略
対
話
が
二
十
三
、
二
十
四
日
の
両
日
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
が
、
ロ
シ
ア
側
は
そ
の
結
果
に
、

ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
一
方
で
ロ
シ
ア
が
完
成
間
近
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
事
業
『
サ
ハ
リ
ン
�
』
を
半
ば
強
制

的
に
国
有
化
し
た
事
実
に
対
し
て
は
、
日
本
側
が
感
謝
し
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
内
容
の
報
道
ぶ
り
だ
。

イ
タ
ル
・
タ
ス
通
信
に
よ
る
と
、
『
戦
略
対
話
で
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
は
話
し
合
わ
な
い
』
と
述
べ
て
い
た
ロ
シ
ア

の
デ
ニ
ソ
フ
外
務
第
一
次
官
は
、
二
日
間
の
協
議
後
、
平
和
条
約
締
結
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
は
認
め
な
が
ら
、
同
問

題
は
別
の
枠
組
み
で
協
議
す
る
と
言
明
。
『
平
和
条
約
締
結
は
、
日
露
関
係
が
全
面
的
に
発
展
し
た
と
き
だ
』
と
も
強
調

し
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
は
当
面
は
あ
り
得
な
い
と
の
明
確
な
姿
勢
を
示
し
た
。

同
通
信
は
さ
ら
に
、
共
同
通
信
を
転
電
す
る
形
で
、
安
倍
晋
三
首
相
が
年
内
の
訪
露
を
検
討
し
て
い
る
と
報
道
。
さ
ら
に

一



『
安
倍
首
相
が
ロ
シ
ア
大
統
領
と
の
会
談
を
望
ん
で
い
る
』
と
伝
え
、
日
本
側
が
領
土
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
プ
ー
チ
ン

大
統
領
に
す
り
寄
ろ
う
と
し
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
た
。

一
方
、
戦
略
対
話
の
翌
二
十
五
日
に
は
訪
露
し
た
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
望
月
晴
文
長
官
が
、
サ
ハ
リ
ン
�
の
主
導
権
を

握
っ
た
ロ
シ
ア
国
営
天
然
ガ
ス
独
占
企
業
体
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ミ
レ
ル
社
長
と
天
然
ガ
ス
分
野
に
お
け
る
協
力
関
係
構
築
に
向

け
た
会
談
を
行
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
有
力
日
刊
紙
ガ
ゼ
ー
タ
は
二
十
六
日
、
『
ガ
ス
を
あ
り
が
と
う
』
と
題
し
た
記
事
で
、
サ
ハ
リ
ン
�
で
日
本
の

商
社
が
ロ
シ
ア
側
に
権
益
を
『
略
奪
』
さ
れ
て
も
、
サ
ハ
リ
ン
�
か
ら
日
本
へ
の
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
安
定
供
給

を
確
保
す
る
た
め
に
、
会
談
に
遅
れ
な
い
よ
う
自
動
車
か
ら
地
下
鉄
に
乗
り
換
え
、
ロ
シ
ア
側
に
頭
を
下
げ
て
回
る
日
本
側

の
姿
勢
を
揶
揄
し
て
み
せ
た
。
」

と
報
じ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

三

日
露
戦
略
対
話
に
つ
い
て
、
モ
ス
ク
ワ
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
に
論
評
が
何
件
掲
載
さ
れ
た
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
評
の
内
容

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
論
評
を
報
告
し
た
公
電
の
外
務
本
省
に
到
着
し
た
日
時
分
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

日
露
戦
略
対
話
に
関
し
、
ロ
シ
ア
国
営
イ
タ
ル
・
タ
ス
通
信
社
が
「
日
本
側
が
領
土
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
プ
ー
チ
ン

二



大
統
領
に
す
り
寄
ろ
う
と
し
て
い
る
と
の
印
象
」
を
与
え
る
報
道
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。
そ
の
よ
う
な
事
実
が

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
大
使
館
」
は
イ
タ
ル
・
タ
ス
通
信
社
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
た
か
。

五

二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
六
日
付
「
ガ
ゼ
ー
タ
」
紙
が
「
ガ
ス
を
あ
り
が
と
う
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
と
い
う
事
実

が
あ
る
か
。
事
実
が
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
記
事
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

五
の
記
事
を
「
大
使
館
」
は
外
務
本
省
に
公
電
で
報
告
し
た
か
。
報
告
し
た
な
ら
ば
、
当
該
公
電
が
外
務
本
省
に
到
着
し

た
日
時
分
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

五
の
記
事
の
内
容
は
日
本
政
府
の
立
場
と
合
致
し
て
い
る
か
。
合
致
し
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
「
大
使
館
」
は
「
ガ

ゼ
ー
タ
」
紙
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


